20111127部礼拝

新しいぶどう酒は新しい皮袋に(ルカ5:27-39)
その人の考えがどのようなものであるかは小さい話ではありません。その人の生涯を左右するものになります。ですから、どのような考えを持っているのかは、非常に大事な問題だと思います。そして、その人の考えはその人の内側にある考え方の枠、考え方の基準とも言えるでしょう。そこから生まれて、そこから生じるものでもあります。それゆえ、考え方の枠、基準が変わらない限り、幸いな、勝利できる考えが生まれることは期待できないでしょう。今日の礼拝をとおして、すでにクリスチャンとして召されている兄弟姉妹は、この考え方の基準、枠の部分に目を留め、吟味するときになっていただきたいと思うし、それによって、そこが祝福のものに、勝利するものに修正されて、また変えられる祝福の答えのときになっていただきたいと願います。

イエスさまが中風の人をみことばによって癒され、いろいろな普通の人にはない奇跡を行ったりしていたときのことです。そこである道を通っているときに取税人の仕事をしていたレビという人（その人がマタイです）を呼んで「わたしについてきなさい」と言われます。すると、何もかも全部捨ててイエスさまに従って行ったとあります。それで、その感謝と喜びを持ってイエスさまを家に迎え、もてなしをすることになりました。そこに多くの取税人の仲間たち、また社会から疎外されていると思われているような人々、やもめやとても貧乏な人たち、普通のユダヤ人から見たときには「あの人たちは神様に捨てられた者」だと思われていた人々ばかりマタイの家に集まるようになりました。そこでイエスさまと談笑しながら食事をとっていました。そして、パリサイ人、律法学者たちがその様子を見て弟子たちにつぶやきます。「なぜ、あなたがたは、そしてイエスは取税人や罪人どもと一緒に飲み食いするのか」と聞きました。「もし、イエスが本当にメシヤであればそんなはずがない」という意味です。取税人というのは当時、イスラエル、ローマが植民地だったのでローマ政府に委託されて、イスラエル人から税金を取る仕事をしていた者です。ただ、税金を正しく取るために大きな権限が与えられていました。「嘘をついても、脅かしても何をしても良いから、とにかく税金を取りなさい。そして、取り立ててローマ政府に収める分以外は全部、あなたのものにしても良い」と言われていたので、必死で税金を取っていました。ですから、取税人は、自分の国の人からは「売国者」と言われ、罪人の代名詞でした。その取税人が一人ではなく大勢いて、取税人だけではなく、また「あの人たちは神様に捨てられている者ではないか」と思われている人ばかり集まり、食事をしているのが、パリサイ人の目には気に入りませんでした。あれはおかしいのではないか。なぜあんなことをするのだろう。正常な人であれば、正しいメシヤであれば、きちんとした指導者であれば「あのようなことはしないだろう」と言う風に思っていました。そこでイエスさまは彼らの言うことを聞いておっしゃいました。「医者は病人に必要なもので丈夫な者には医者はいらない。わたしが来たのは正しい者を祝福するために来たのではなく、罪人を招いて悔い改めさせ祝福するために来た。あなたがたの見方、あなたがたの考え方は根本から間違っている」という話をしています。彼らはそれが間違っているとこれっぽっちも思っていないし、当時の社会全体が彼らと同じ考え方を持っていました。そこで、彼らはもう一度イエスさまに、また弟子たちに質問します。「ヨハネの弟子たち、またパリサイ人の弟子たちはよく断食をしてお祈りをしている。きちんと自分の敬虔な生活を保っている。見た目でもきちんとやっている。それなのにイエスの弟子はそういうこととまったく関係なく食べたり飲んだりばかりしているではないか。それでいいのか。これは偽物ではないのか」という意味で訴えました。そこでイエスさまがおっしゃいました。「花婿が一緒にいるのに花婿の友達に断食をさせるというのはあるか。あなたがたならそうするのか」つまり、イエスさまが花婿であるという意味です。「花婿が一緒のときには花婿の喜びに友達も一緒に参加するというのが普通ではないのか。あとで花婿が取り去られるときには断食があるだろう」という話をして最後に「古い着物に新しい布切れをくっつけるということはあるのか」とおっしゃいました。今は布地が良いものが多いのであまりありませんが、昔は古いものはだいたいが一回洗うと全部縮まりました。ですから、古いものはすでに縮まった状態で、そこに新しいものを当てると新しいものも縮まってしまうので最初のサイズと合わなくて破れてしまうようになりますが、そういうことをするのかということです。それから、新しいぶどう酒を古い皮袋に入れると、古い皮袋はもう破れそうになっているものなのに、新しいぶどう酒はこれから発酵するものです。だから、古い皮袋は破れてしまうようになります。ですから、「新しいぶどう酒は新しい皮袋に入れるのが当然ではないのか。また新しい布切れがあれば、古いものにくっつけるというのはありえないのではないか。新しいぶどう酒は新しい皮袋に入れるべきだ」という有名なお話をされました。彼らは、自分たちは当然で当たり前だと思っていたのですが、それは彼らの考え方の枠というものがあるからで、そこからはそのような見方をするしかありません。それで、本物、新しいもの、本当に必要なものが目の前に来ているにもかかわらず、それを受け入れることができません。古い考え方、古いものに捕らわれているので、いつもひっかかるだけです。その結果、彼らはイエスさまのことを受け入れることができないまま、最終的にはイエスさまを十字架につけて殺してしまうところまで行くようになりました。それほど、考え方の枠、一番ベースにあるその人の考え方の基準は何なのか、どうであるべきなのかということを正しく吟味し、そこを修正していくということは非常に大切なテーマです。
1． イエスさま以前の基準
彼らはイエス・キリストが彼らの前に現れるまで、以前、持っていた基準というものがありました。彼らの言うことを見ますと、彼らはだれが正しい人で義人なのか、だれが罪人なのかに対しての考え方がありました。彼らは取税人や社会から疎外されていて、大変な病気を患い、あるいは、もう旦那さんが亡くなりやもめになっていた、また、ものすごい貧乏になっているとか、そのような人々は罪人であると考え、簡単にわかりやすく申し上げると、だめな人間、悪いことをしている人は罪人だという考えでした。
1） 義人と罪人
　それから、義人というのは彼らのように道徳的にあまり悪いことをしないでまじめに頑張っていて、特に律法をしっかり守っている者、そのような人は義人だという考え方の枠がありました。そのような考え方をもってイエスさまがなさっていること、弟子たちがやっていることを見るとおかしいのです。なぜ、罪人たちと一緒にいるのか。そして、彼らは根本的に神様が祝福を与えられて、もし、メシヤが来られるのであれば、そのメシヤは義人と思っている、また神様に祝福されている人のところに来るのが筋であり、当たり前だという考え方の枠を持っていました。それは結局は律法の枠です。
2） 祝福と呪い
　今、人間的に道徳的に律法的にしっかりまじめにやって頑張っている人は神様に祝福されて、そうでない人は神様に呪われる、捨てられるというような考え方を持っていました。その基本の考え方の基準、枠というものが律法になっていたので、当然、神様の祝福、神様の呪いの基準、対象もそのような目で見ていました。ですから、今、ものすごく貧しい人、大変な病気を患っている人、また罪を犯している人、汚い仕事をしている人など、彼らはもう呪われている者なのだと考えていました。また外見でそうでない種類の人々は神様に祝福されているだろうと思っていました。金持ちであれ、パリサイ人の地位に就いている者、社会的に認められている者などは、神に祝福されているという風な考え方を持っていました。なぜ、そのような考え方を持つようになったのでしょうか。その彼らの考え方のベースにある枠、基準というものが、道徳と律法なのです。道徳の枠、律法の枠を持っているからです。そうすると、今、イエスさまと一緒にいる人、イエスさまについている弟子たちなど、またイエスさまご自身を見ていても、おかしくおかしくて仕方がありません。どういう考え方の枠なのかによってこのように変わって分れるようになります。
３）真の敬虔
　それから、彼らがもう一つ質問したのはヨハネの弟子たちと、パリサイ人の弟子たちは一生懸命祈って、時々、断食もし、いろいろな儀式、しきたりなどをきちんと守っているということでした。というのは、それが敬虔な人ではないのかと言う考え方です。それに沿ってみるとイエスさまの弟子たちはまったく不敬虔なだらしない人間に見えます。それで、イエスさまは偽物ではないのかということが言いたいのです。つまり、真の敬虔、きちんとした信仰生活などは、そういうところによるという考え方でした。なぜでしょうか。
４）道徳と律法、伝統の枠
　彼らの考え方のベース、枠になるものは道徳や律法、ときには伝統になり、外見、人のうわべというものがいつも何かを評価する時の基準、枠になっていました。イエスさま以前はそうでした。ですから、彼らの目で見るとすべてがおかしくて受け付けることができないのです。それで拒否していました。でも、それはイエスさまが間違っているのではなく、彼らの考え方が間違っているからです。彼らの考え方が間違っているというのは、考え方の一番ベースにある枠そのものがそうなっているので、そこからはそのような考え方、見方しか生まれないのです。結局は自分で作った罠に自分で引っかかって溺れるようになるようなことになってしまいます。そこで、今、イエスさまがおっしゃいました。なぜイエスさまは周りから罪人と言われている、思われている人たちと一緒におられたのか。それは彼らのような悪いことをしている人がイエスさまにとって都合が良いとか、彼らがパリサイ人よりは良いという意味ではありません。そうすると、また同じ基準、同じ枠になってしまいます。彼らが持っている考え方、基本的な枠、それはまったく通じないし、合わないという表れです。今まで、イエスに出会うまで、イエスがどんな方なのか私たちが正しく教えられるまで、私たちがイエスさまを心から告白して信じるまで、それ以前に持っていた考え方は彼らのように望ましくない考え方のベース、枠、基準から生まれたものであるということをぜひ覚えていてください。私たちにも全部あります。特に、残念なのはクリスチャンの救われた神の子どもである私たちが勝利するはずなのに、自分もよく気づいていないまま、古き考え方の枠が壊れないで、イエス・キリストを受け入れたにもかかわらず、イエス以前に持っていた考え方の枠に捕らわれているので、ほとんどのクリスチャンが神様の答えをなかなか味わうことができません。それで、そのことがよくわかっていないので、「これが足りないから、このせいなのか、あのために駄目なのか」といろいろなことを考えますが、本当はイエス・キリストを受け入れた方であれば、実は考え方の枠の部分さえ変われば必ず勝利するようになります。ただ難しいのはサタンがその部分だけはずっと握って、そこからなかなか離れないようにするので、感謝しながらも、イエスさまを告白しながらも、考え方のベースにある枠はイエス以前のものをそのまま維持しています。そうすると、彼らのようになるのです。ひっかかるのです。彼らはこのまま滅びるようになりましたが、クリスチャンの私たちにとってもものすごく残念なことです。そういう意味で今日の礼拝をとおしてみなさんのいろいろな考えがあると思いますが、それが本当にあてになるものなのか、信用できるかと言う質問とともに、そのように考えるようになった一番ベースにある枠、基準はいったいどこから生まれるのか、自分はどんな考え方の基本の枠、基準というものを持っているのかということをぜひ吟味してみていただきたいと願います。それしか私たちに求められることは、ある意味ありません。それがすべてです。ぜひ、みことばの光、福音の光がその部分まで届くことを祈りたいと思います。イエスさまの以前の考え方の枠、基準というものは間違っているものであって、あてにならないものです。今までは通用していたかもしれないし、今も社会の、未信者の間ではそれが通用する、正しいと思われているものかもしれませんが、イエス以前のものは正しいものではありません。それをぜひ心に覚えていただきたいと思います。もうそのイエス以前の考え方の枠に捕らわれて、余計な苦しみ、余計な悩みによって患わないようにしていただきたいと願います。イエス・キリストは私たちに自由と平安を与えるために来られた方です。「すべて、疲れた人、重荷を負っている人は、わたしのところに来なさい。わたしがあなたがたを休ませてあげます」と古きイエス以前の考え方の基準、枠というものは、結局、私たちを疲れさせるものであって、重荷になるものです。イエス以前の枠というものがあることを覚えてください。それで、イエスさまはおっしゃいました。イエスが来られました。イエスが目の前にいらっしゃいます。またイエスを信じることになりました。イエスのことを聞くようになりました以上、昔でもそれは正しくないのですが、昔は当たり前のことで通じていて、通用していたかもしれない「日本人はこうであるべきだ。人間はこうであるべきだ。妻は、旦那はこうであるべきだ。幸せはこういうものだ。人が成功するためにはこうすべきだ。成功はこういうものだ」といういろいろな考えの根っこにある考え方の基準、枠がどこだったでしょうか。イエス以前のものだったのではないでしょうか。何一つ正しいものはありません。あてにしてはいけないのに、私たちはついつい、それに依然と捕らわれてそこから出られないでいます。クリスチャンの私が苦しむ理由はそれしかありません。それは私たちを重荷にし、疲れさせるものであって、私たちを苦しくしてしまうものにすぎないものなのだということを、まず覚えて自分自身に言い聞かせてください。イエス前の考え方が生まれるようになったベースになる考え方の枠は、全部、道徳と律法と伝統と外見によるものでした。それはもう通用しないもの、それは私たちにとって幸せでも、益になることでもなんでもありません。それで、新しいぶどう酒は新しい皮袋に入れないといけないのです。古い考え方の枠を全部壊しなさい、全部捨てなさい、全部否定しなさいということです。パウロはどれほど切実に告白するようになったのか、また、実感したのかと言うと、「今まで私が誇りに思っていたそれは誇りではなく、それが誇りだというのは考え方の枠が道徳、律法、肉と言う枠があったので誇りになったかもしれないが、その枠から飛び出してみると、新しい皮袋から見るとそれはちりあくたのようなものです」と告白しました。そのように考え方を変えなければいけません。そうでないとクリスチャンでありながらも大事なもの、本当に重要なところを見逃し、そうでないものが大事、大切だと思ってそれに捕らわれ、人生、エネルギー、時間などを費やしてしまうようになります。みなさんは尊い存在です。みなさんによってまわりのすべての人が神の祝福に預かるようになっている神の大使のような方であるにもかかわらず、人生の時間は流れているのにまったくそういうこととは縁のない、それとはかけ離れている人生を送っているのではないでしょうか。それは悔しいという思いをしないといけません。みなさんはもう勝利の方です。ただ、考え方の枠が以前のままなので、余計なものに私たちが捕らわれるようになります。今も神経を使い、悩みの種になっているものを見ると、実はそれが悩みの種だからではなく、考え方の基本、枠が昔のままなので、そこが変われば「それはどうでもいいよ」と投げ捨てることができるはずなのにそこが変わっていないのです。イエスの前のもの、それはあてにならないものです。それをずっと握っていると結局はイエスを誤解してイエスから遠ざかってしまうようになります。イエスさまは「それは、わたしが来る前に通用していた基準です。もうイエスが来たのだから基準が変わる」とおっしゃっているのです。
２．イエスさま以降の基準
イエス以降の基準、イエスが来られた後の基準は変わります。基本の枠が変わります。それでイエスさまが取税人や罪人と思われている人と一緒にいたのは彼らが取税人だったからではありません。彼らは自分が罪人だということを認めわかっていて、罪赦されることが必要だと、神様の恵みが必要だという思いになって、その鍵となり、救い主である方がイエスですということが発見できたからです。もしパリサイ人の中でそのようなことが見えてきた人がいれば、その人も一緒に食事をしたでしょう。でも、当時、人間的にこの取税人のような汚れた者とは全然違う暮らしをしていたゆえに、彼らは大丈夫だと思っていたのです。そこが問題なのです。外見の問題ではありません。
1） イエスさまに向かうことが義
　つまり、イエスが来られた後の基準はイエスの方に向かうこと、イエスに近づくこと、イエスの方に行くこと、それを義と言うのです。律法を守って嘘をつかないでまじめに生きることを義と言わず、それは古い基準です。この考え方の枠、一番基本的な枠が壊れない限りは義と言えません。イエスが来られた後は、イエスの方に行くこと、イエスを歓迎すること、イエスに万歳すること、それを義と言います。イエスが基準です。
２）イエスさまとともにいることが祝福
それから、何が祝福で何が呪いかと言うと、病気を患っていると呪いで、健康な人は祝福で、金持ちは祝福で、名誉のある者は祝福で、家庭に何の問題もなければ祝福で、その反対であれば呪いであるというのは古い考え方です。イエスが来られたのでイエスとともにおられることが祝福なのです。だから、彼らは今、祝福されたものです。イエスとともにおられること、今、イエスさまがおっしゃっている話はそういうことなのです。正しくはないけれども、イエスが来られるまではその間違っている考え方が通用して当たり前のものになっていたかもしれません。しかし、イエスが来られたのでみなさんはこれからは絶対に古きものにだまされないようにしてください。何が罪でしょうか。イエスから遠ざかること、イエスを認めないこと、それが罪です。基準はイエスに変わります。どんなに汚い人生、また、どんなに病気を抱えていてもイエスを受け入れて今、イエスとともにいる人は祝福された者なのです。どんなに富に富んでいる者、世界のすべての経済を動かす者であっても、イエスとともにおられなければその人は呪われている人です。これが基準です。これこそニューエイジです。イエスが基準です。
３）イエスさまを味わうことが敬虔
真の敬虔、本当の信仰生活、神様が喜ばれる敬虔な生き方と言うのはなんでしょう。それは断食をするとか、そのような外見にあるものではありません。イエスがどんな方なのかわかって、イエスを喜んで、イエスの祝福を味わうこと、それを真の敬虔と言います。どんなにお祈りし断食をしていても、イエスと離れ、イエスによる喜びや、イエスの偉大さ、イエスの偉大なる力がわかっていないまま、それを喜んで味わうことがなければ、それは敬虔でも信仰でも何でもありません。基準はイエスです。彼らはパリサイ人の目から見ると、お祈りもしない、断食もしないと見えるかもしれません。断食もこれからイエスにあって必要なときにやれるような者ですが、今の話はそのようなレベルではありません。そのように彼らの基準で見たときには不敬虔な者、だらしない者に見えるかもしれませんが、今、彼らはイエスとともにおられて、その喜びが爆発し喜んでいるのです。彼らこそ敬虔な者です。弟子たちは敬虔な者です。でも、残念ながら教会に通っているクリスチャンの、イエスさまを信じると言いながらもクリスチャンの基準が変わっていないのです。見方が全部変わります。自分自身を見るときにも、まわりを見るときにも、同じ兄弟姉妹を見るときにも、世の中の人々を見るときにも、会社に行き、学校に行き、上の人下の人、自分より才能のある人ない人などを見るときの見方が変わっていないのです。考え方の一番基本的な枠が変わっていないのです。
4） 福音の新しい枠
　基準は変わりました。イエス以前は道徳、律法、伝統、常識、外見、いろいろなものがその枠を形成する基準でした。でも、イエスが来られた以上はイエスが基準です。イエスが考え方の一番にベースにある枠でなければいけません。イエスが基準です。なぜそうでしょうか。イエスさまがおっしゃいました。「イエスが来られた以上、イエスが基準なので、イエスの中からすべて新しく始めなさい。新しいぶどう酒は新しい皮袋に入れないといけない」と。イエスが来たにもかかわらず、律法や古き考え方や、親から教えられた教訓、家訓などが基準、枠になっています。オンリーイエスが来られた以上、イエスだけが考え方の枠であり基準です。自由は何でしょう。勝手に制限されないで自分勝手に動くということが自由ではありません。自由はイエスに近づいて、イエスに捕らわれることを自由と言います。イエスから離れると束縛です。神を愛することは何でしょうか。イエスを愛することです。イエスを知らないで神を愛することはあり得ません。イエスが基準です。何が善良な人でしょうか。イエスを信じることが善良なことです。悪人はどのような人が悪人でしょう。イエスを否定することを悪人と言います。イエスが基準です。残念ながらこの枠が変わっていません。考え方がすべてであるということを覚えて、考え方を生む基本の枠というものがあるということをぜひ覚えてください。ほとんど本人たちは気づいていません。どこかにそのようなベースがあるのでそこからそのような見方、考え方が生まれるようになるのです。ポツンポツンとこういう考え、ああいう考えがばらばらに浮かぶわけではありません。何かの枠があります。その枠がイエス以前は社会的に通用し、正しいと思われるものであっても、それはすべてあてにならないものです。イエスが来られた以上はイエスが基準です。みなさん、本当に善良な人として人生を生きていきたいのでしょうか。イエスを信じてください。基準です。
３．イエスはキリスト
　なぜかというとイエスさまは唯一、神様から約束されたキリストなので、イエスがキリストなので、イエスが基準なのです。
１）唯一の答え、希望
イエスさまがキリストと言うのは、イエスさまが私たちの人生の問題、罪の問題を解決するための神から約束された唯一の答えだということです。私たち人類にとって唯一の希望です。唯一なのでイエスだけが基準です。２個、3個くらいあれば、３個くらい基準になるかもしれませんが、答えが、希望がイエスしかないので世の中で必要なのか、正しいか正しくないか、いろいろな評価があるでしょうが、そういうこととまったく関係なくイエスしかありません。答えがイエスしかないのです。ぜひ覚えていてください。
２）絶対的な希望
　それから、イエスがキリストであるというのは、イエスは絶対的な希望ということです。信じても信じなくても良いようなものではありません。
３）完全なる希望
　絶対的な希望であり、しかもイエスは完璧で完全なる希望です。イエスの中にすべてがあります。それをキリストと言います。それでイエスが基準なのです。今までのすべてが全部崩れてイエスから新しく始まる、それを人生と言います。なぜイエスだけが考え方の枠になり、基準になるのか、その根拠を正しくつかんでいなければなりません。それはイエスがキリストだからです。釈迦が言ったこと、ソクラテスが言ったことは立派でしょうけれども、私たちの考え方の枠になるようなものはありません。政治家が本の中で、歴史の中で、有名な人物、学校の教授が言ったことは参考になるだけであって、どんなに立派な者、どんな影響力を持っていても、それは私たちの考え方を動かすような、根底になる枠、基準になるようなものに値するものは一つもありません。なぜでしょうか。立派であってもキリストではないのです。イエスだけがキリストなので、基準はイエスだけなのです。そのイエスが来られたので、イエスの前には何か違うものが枠になっていたはずですが、これからはその基準、一番、基本的な枠を全部壊してイエスにチェンジしないといけません。考え方のベースをイエスに変えてください。それでパウロは一番多く使っていたこと言葉が「キリスト、イエスにあって。キリスト、イエスの中で。イン・ジーザス・クライスト」これこそ霊的な戦いの本命です。武器です。「キリストにあって」この言葉をぜひ覚えていてください。本当にとても大切であり、私たちが癒されるための一番大切なメッセージであり、これから私たちに神の力と神の答えが与えられ、神様のメッセージが自分のものとして、正しく吸い取ることができる秘密がここをチェンジすることです。一番、基本の枠をチェンジしないといけません。すべてがそこから変わらないといけません。新しく始めないといけません。良い結婚の相手という条件がみなさんの中にいろいろあります。どこからそのような考えが生まれたのかよく吟味してたどってみてください。イエス以前のものなのです。みなさんの子どもはこうであるべきだと、子どもに対するみなさんの野望や希望やいろいろなものがあります。それがどこから生まれたものなのか、たどってみてください。それはイエス以前の枠から生まれたものなのです。悪いか良いかの前に、それは決して私たちにとって勝利や祝福になるものにはなりません。必ず、失敗するようになります。ですから、新しいぶどう酒は新しい皮袋に入れないといけません。子どもに対しても、家族に対しても、みなさんの将来に対しても、みなさんの成功や人生の幸せ、正しい信仰生活、また兄弟姉妹を見ること、この世の中を見ることなど、みなさんの才能、与えられている時間、真の献身が何なのか、すべてのテーマに対してみなさんが思っていることが、どこから生まれているのか、たどってみてください。その基本の枠はいったいどこだったのか。もしかして、社会から学んできた、学校から学んできた、あるいは家族、家庭、親から学んできた内容ではないでしょうか。パリサイ人と律法学者も立派な考え方を持っていました。でも、イエス以前でした。イエス以前のものは全部壊して捨てなければなりません。私たちはイエスを受け入れた者なので告白します。「私は十字架とともに死んだ。これからは私ではなく、私の中にキリストが生きているので、これからは私を愛して、いのちを惜しまずに捨てられたキリストを信じる信仰によって生きる」と。全部捨てるように。脱ぎ捨ててください。壊してください。否定してください。顔色も違う、出身も違う、いろいろ違います。情緒が違うということはまた別次元の話でありますが、それにもかかわらず、私たちの基準はそういうものではありません。聖書にもそう書いてあります。今までは黒人、白人、奴隷、あるいは奴隷のオーナー、王様、部下など、いろいろな分け方がありましたが、ガラテヤ３章を見ると「キリストにあって奴隷もその主人も、黒人も白人も何もない」と書かれています。考え方の基本、枠が変わるので。イエスが枠です。イエスを枠にして、イエス以前の枠、それがどんなに立派なものであっても惜しまずにもったいないと思わないで全部壊して、全部捨ててください。私たちのクリスチャンとしての祝福の人生の足を引っ張るものなりますから、全部捨ててください。それから、イエスにあって新しい枠を持ってください。新しいベースを、イエスをとおしてすべて新しく枠を作っていくようにしてください。簡単に申し上げると、みなさん自分のことをどう思うのでしょうか。そのどう思うかそれをたどってみてください。最後の基本がどこにあるのか見てください。道徳なのか、律法なのか、肉体的な比較とかいろいろなものがそこにあるでしょう。イエスにあって、イエスを枠にして自分が誰なのか、新しい自分、祝福された自分、「あなたは幸いのものです。神の子ども」と呼ばれる自分を発見して新しくスタートしてください。イエスにあって、この世の中でときには羨ましく、ときには怖く、「いつあそこまで上り詰めるのか」といろいろなことを思っていたことを、イエスにあって、イエスをとおして、イエスを枠にして、また改めて見てください。かわいそうな人間ばかりで、救いが必要で、福音が必要な政治家でも芸能人でも、教育家でもどこの分野の人間でも皆、悩み、闇の力に捕らわれています。イエスにあって、かわいそうな人として、私たちをとおして光のイエス・キリストの福音を必要としている対象として見えてくるようになるでしょう。枠が変わらない限り見えません。イエスだけです。全部捨てて、イエスを枠にして新しく始めてください。ときにはあまりにも頑固な人、あまりにも古いものが好きな人は、それを捨てようとするとものすごい戦いが自分の内側にあるかもしれません。ときには痛いかもしれません。あまりにも今までのものを大事に、大事にしているから。それは良いものだからというのもありますが、傷などを見ると、本当はものすごく嫌がっていてもそれを離そうとしないということもあります。全部捨ててください。
結論
それから、イエスにあって、今まで申し上げましたように、何が人生のテーマでしょう。今までみなさんの人生において何がテーマで何が大事なものでしょうか。それはなぜテーマで大事なものなのかを、ずっと逆にたどってみてください。そうすると、枠がイエスではない、古き何かの枠の中から、ときには昔の傷が枠になって、そこから生まれたものかもしれないし、いろいろなものがあります。それを全部捨てて、イエスにあって人生のテーマは何なのか、今まで私たちがこだわっていたものに対して、イエスを枠にして、イエスをベースにしてスタートすると、このように聞こえてきます。「それはテーマではない。それはあなたがたは知らなくても良いことです。何を食べるか、何を飲むか、何を着るかということは、あなたは気にしなくても良い」と聞こえてきて、「テーマを変えなさい。神の国と義を求めなさい。聖霊が臨まれると地の果てにまでわたしの証人となる」と「福音宣教、伝道をテーマにして人生、生きていきなさい」と言われるのです。人生のテーマが必ず変わるはずです。なぜ変わらないのか、ずっとたどって探ってみてください。枠が古きままのものなのです。そこからは、それしか生まれません。その枠が変わっていないのに、ただ理論的に、あるいは一時的に「伝道、伝道」と言っても、それは１週間も持ちません。伝道や福音宣教がテーマになることなど、そういう次元の話ではありません。「私は幸いな者だ。すべてを捨ててイエスの中に入って、本当に神様は、うっかりするとこのような価値ある人生を知らないまま終わるところだったのに、最高に価値ある人生を用意して、それをテーマに勝利の人生を歩きなさいとおっしゃっているのだな」と思います。「あなたは世の光であり、あなたは王である祭司だ。ただ食べて出すための人間ではない」とおっしゃっています。負担とかいうことではありません。身分が取税人なのか、お金があるかどうか、性格がどうなのか、今までどのように生きてきたのかまったく関係ありません。テーマがしっかりすれば、そのすべてが全部生かされます。今まででたらめだったことも生かされます。今まで親に反抗ばかりしていたそれも生かされます。テーマさえしっかりすれば。なぜ反抗していたのでしょうか。枠がイエスではなかったので仕方がありません。全部、イエスに枠を変えてください。そこから新しくしてください。そうするとイエスの中に入ると生きる方法、勝利の方法も変わります。心配したり、人脈を駆使し、コネを使ったりということではなく、オンリー聖霊が臨まれると、私には聖霊の力が現れる者なのだ、聖霊が臨まれると聖霊充満を方法にするようになります。それで祈りに専念するようになるでしょう、いろいろな言い訳や、不平不満などは全部捨てるようになります。なんと素晴らしいのでしょうか。どうやって生きていけばよいのでしょう。仕事、伝道、子育て、どうすればよいのでしょうか。聖霊充満によって私ではなく神の国が臨まれることです。イエスの中に入ると、イエスが本当に基本のベース、枠になっていれば、そこからそのような答えが生まれてくるようになります。けれども、そうしないので古い枠のままなので、救われたにもかかわらず、何かのテーマや、何かの事柄に対しては古いままの考え方、古いままのやり方でこんがらがってしまうのです。そうする必要はありません。「それはあなたがたは知らなくてもよいです。」イエスはキリストなのです。だから、すべての基準が全部イエスの前で崩れていきます。あまり強く主張したり、あまり頑固な人は、イエスの前で自分のものを主張するのと同じです。「柔和な者は幸いです」とは人間的に柔らかくではありません。イエスの前に、イエスが来られたので、イエスが唯一、絶対なので、その前で今まであったものを全部壊し、全部否定し、イエスから新しくスタートするようにしてください。ぜひ、そこに癒しがあり、勝利があることを体験するようになることを確信して、また勧めたいとそう願います。みなさんは幸いイエスが来られたので以前の基準や枠に捕らわれる理由がまったくありません。すべてが全部、崩れていきました。イエスだけが基準になるように。ニューエイジの鉄則です。
〈お祈り〉

恵み深い天の父なる神様、ありがとうございます。クリスチャンである私たちに問題があるとすれば、イエスを受け入れたにもかかわらず考え方の一番底のベースになる枠がイエスではなくて、古いままであるということ以外に何もありません。そこを吟味し、そのすべてを壊し、脱ぎ捨てて、考え方の枠、基準をイエスに取り換えることができるように一人一人を祝福してください。そこからすべてが新しくなって神の勝利を自分のものにすることができるように一人一人を祝福してください。癒してください。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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